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1. はじめに 首都圏におけるヒートアイランド現象の実態

把握及び、メカニズムを解明するため、2005 年 12 月 5 日

から高密度気温観測(以下広域 METROS と呼ぶ)を行って

いる。本発表では、2006 年夏季の気温観測結果について

報告する。

2. 方法 首都圏にある小学校 2０１校(図 1)の百葉箱内に、

小型の自記温度計を設置し(約 2.5km 間隔)、10 分間隔で

地上約 1.5m における気温測定を行った。ここでは、晴天

日の 7 月 26 日、8 月の 3 日～7 日、10 日、18 日、31 日の

9 日間を取り上げ、広域 METROS により得られたデータと

アメダスの風向・風速のデータを用いて解析を行った。 

3. 結果と考察 

(1)夏季における首都圏の典型的な気温分布 

 図 2 に、晴天日の日平均気温分布図、図 3 には、4 時～

6 時および 14 時～16 時の平均気温分布を示す。晴天日

の日平均気温は東京 23 区と埼玉県南部が他地域に比べ

高い傾向が認められた。4 時～6 時には都心を中心に高

温となった。一方、14 時～16 時には内陸側を中心に高温

となった。夏季のヒートアイランドの高温域は、早朝には都

心を中心に分布し、昼間には内陸部の埼玉県から群馬県

にかけた広域に分布する傾向が認められた。 

(2)風向・風速と気温分布との関係 

 図 4 に、8 月 4 日及び 5 日の 12 時～14 時における風向・

風速と気温分布を示す。4 日は首都圏のほぼ全地域で南

～南西風となり、高温域がさいたま市から北西方向に分布

した。神奈川県は相模湾からの海風の影響を受け、相対

的に低い傾向が認められた。一方、5 日は全地域で南東

～東風となり、高温域が練馬から東方向に分布した。茨城

県は鹿島灘からの海風の影響で神奈川県と同様に、相対

的に低い傾向が認められた。以上のように、個別の日でみ

ると、風向・風速によって高温域の分布が変化することが

わかった。 

4. まとめ 今回の解析で首都圏の気温分布は海風と密

接に関連していることが明らかになった。 
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図 3.  晴天日の 4 時～6 時(左図)及び 14 時～16 時(右図)の

図 4. 8 月 4 日(左図)及び８月 5 日(右図)の 12 時～14 時に 
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